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【目的（多文化共生）】 

外国人住民が地域社会の中で孤立することなく、安心して生活できるよう支援するとともに、多文化共生に配慮した地域の醸成につ

なげる。 

【課題・背景】 

2019 年 4月から新たな在留資格が創設されることに伴い、外国人材の受け入れが拡大し、多言語対応が必要な生活全般関する相談

利用者の増加が見込まれる。 

本市においても外国にルーツを持つ住民が増加し、言葉や文化の違いによる孤立・孤独等から様々な生活の場面で困惑している外国

人住民がいると考えられる。 

本市においては、相談等のできる窓口が少ない。 

【対象】 

外国にルーツを持つ人及びその家族等 

【事業内容】 

現状の相談内容に加えて、必要な言語の通訳者を通して生活上の相談を実施する。 

生活上での支援を行う外国人サポーターを育成する。 

多文化理解・地域との交流の機会とする講座等を実施する。 




